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製品概要

コインセル
示差走査熱量計 

新しいバッテリー技術によってエネルギー密度が向上する
につれて、開発サイクルのより早い段階で安全性と安定性
を評価することが重要になります。バッテリー安全性の評
価は材料レベルから始まりますが、構成要素を個別に試験
しても、その相互作用の全容を明らかにできない場合があ
ります。これにより、隠れた安全上の欠陥が見過ごされる可
能性があります。これらの欠陥がより大規模な段階に進ん
でから初めて発見された場合、多大なコストと時間を要す
るだけでなく、潜在的に危険な問題につながる可能性があ
ります。

Waters TA Instruments™コインセル示差走査熱量計によ
り、バッテリー研究者および開発者は、分解することなくコ
インセルの熱特性を迅速かつ確実に評価できます。現在
では、完成したコインセルバッテリーに対して、発生気体分
析、セル電圧監視、および充放電サイクル試験と組み合わ
せた熱試験を実施できます。コインセルDSCから得られる
知見は、材料試験と全セル安全性評価、および性能評価の
間のギャップを埋めるのに役立ちます。

熱特性分析 
示差走査熱量測定は、主要なバッテリー研究所およびメーカー
で、電池材料性および分解を研究するために使用されている確立
された技術です。しかし、個々の材料を試験しても、これらの構成要
素が熱分解中にどのように相互作用するかの全体像は把握できま
せん。従来の熱試験のために大型バッテリーを組み立てることは、
高コストかつ時間を要し、開発初期段階では実現困難な場合があ
ります。  

コインセルDSCは、これらの技術間のギャップを埋めるのに役立
ち、面倒な分解手順なしでコインセルの容易かつ信頼性の高い熱
評価を提供することで、将来の安全性試験との相関向上を支援し
ます。

コインセルDSCの熱特性：

コインセルDSCテクノロジー  
コインセルDSC独自テクノロジー現されることは、次の通りです。

•	 開始温度、反応機構、反応熱、およびオフガス分析を含む、コイ
ンセルバッテリー全体の安全性に関する迅速かつ信頼性の高い
知見 

•	 質量分析（MS）、フーリエ変換赤外分光法（FTIR）、またはガスク
ロマトグラフィー質量分析法（GC-MS）を用いた最適なガス分析
を含む、熱暴走につながる反応の特定 

•	 全バッテリーセル用コインセルカプセルおよび電池材料レベル
試験用の標準DSCパンによる柔軟な試験 

•	 −80°C～600°Cにおけるバッテリー挙動を明らかにする広い温
度範囲 

•	 充電状態、内部短絡、および電圧降下を測定する電圧監視  

•	 高速充電サイクル、過充電、および過放電時に発生する熱の実
運転環境測定 

•	熱流 

•	開始温度 

•	反応熱 

•	反応機構 

•	発生気体分析  

•	電圧監視  
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1	 コインセル直接試験用の高感度センサーにより、より正確な開
始温度分析および複雑な反応機構の特性評価が可能

2	 統合型発生気体分析ポートにより、MS、FTIR、またはGC-MSとの
接続を簡素化し、より包括的なオフガス分析を実現  

3	 熱プロセスと電気化学データを関連付ける電圧監視および充放
電機能用の統合ワイヤ接続  

4	 バッテリー専用コインセル カプセルは、材料を保持し、全温度範
囲にわたって完全な熱流信号を取得 

5	 装置におけるユーザビリティおよびデータアクセスを向上させる
One-Touch-Away™ユーザーインターフェース 
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目的に適したバッテリー安全性試験 
バッテリー開発者は、後期段階の安全性試験と比べて、より少ない材料と短いターンアラウンドタイムで、初期段階の試験において新しい
配合の安全性を検証できるようになりました。コインセルDSCは、効率的で信頼性の高い初期段階試験のために設計されており、以下の
目的特化型技術を備えています。

6	 では、熱暴走、熱劣化、開始温度、反応熱、および材料間相互反応
を600°Cまで評価できる走査モード  

7	等温モードでは、固体電解質界面（SEI）形成、充放電、過充電、お
よび過放電時の熱流を評価
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大型DSCセルテクノロジー 
コインセルDSCの卓越した信頼性と性能は、TA InstrumentsのDSCセル技術によって支えられており、高精度かつ再現性の高い熱流測定
を実現します。大型DSCセルは、優れたベースライン平坦性と感度を提供し、弱い熱転移も検出できるため、バッテリーの劣化や故障の初
期兆候を明らかにします。これらの信頼性の高い熱流測定は、熱暴走につながる電池材料の反応および分解（固体電解質界面（SEI）層、電
解質、活性アノード材料およびカソード材料など）の重要温度も明らかにします。大型DSCセルが提供する信頼性の高いデータにより、バッテリー研
究者は、電池材料の相転移を正確に評価し、反応機構（分解、酸素放出）を特定し、バッテリー安全性向上のための設計判断を行うことができます。

直接コインセル安全分析  
コインセルは初期段階の性能評価で一般的に使用されますが、従
来の熱分析手法では、構成材料を取り出して密閉パンに秤量する
ために、グローブボックス内でセルを分解する必要があります。現
在では、バッテリー研究所は、完成した2032コインセルをコイン
セルカプセルに設置するだけで、容易に安全性試験を実施できま
す。コインセルカプセルは、長時間かつ煩雑な分解作業を不要に
し、全セル挙動および構成要素間相互作用を明らかにする安全性
試験を強化します。目的に適した設計により、コインセルカプセル
はセルを固定してセンサーとの優れた接触を維持し、全温度範囲
全体を通して強い信号を提供します。コインセルカプセルは、従来
法より優れた知見を提供しながら、セル安全性試験を効率化する
よう独自設計されています。

電気化学接続 
ユーザーは、コインセルDSCを電圧監視装置、バッテリーサイクラ
ー、またはポテンショスタットに接続し、温度ランプ試験または等
温試験中の電気信号を測定できます。電圧監視により、試験開始
時の既知の充電状態を保証し、内部短絡が発生した瞬間を特定す
るとともに、熱分解後に残留電荷がないことを確認できます。電圧
データと熱データを組み合わせることで、ユーザーは発生中の反
応を観察し、両信号を相関させることで故障機構をより深く理解で
きます。等温条件下での充放電サイクル試験では動的な発熱を測
定でき、過充電および過放電試験は、実使用条件における電流値
および電圧制限の安全閾値設定にも役立ちます。独自のユーザー
交換可能ワイヤ接続により、600°Cまでの
柔軟かつ信頼性の高い電気測定が可
能になります。熱分析、電圧監視、お
よびサイクル機能を組み合わせる
ことで、セル安全性および性能の
包括的分析が可能になります。
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究極のデータ管理と信頼性 
優れた操作性 
TRIOS™ソフトウェアは、装置制御、データ解析、およびレポート作成を統合したパッケージで、優れたユーザーエクスペリエンスを提供し
ます。TRIOSソフトウェアは、TA Instrumentsの熱分析装置全体で共通して使用されているため、ユーザーはすべての装置で実験を簡単に
設定・制御でき、異なる測定技術のデータを重ね合わせて包括的な分析を行うことができます。TRIOSソフトウェアは、その優れた操作性で
高く評価されており、コインセルDSCには、一般的なコインセル安全性試験法を容易にする組み込み試験テンプレートが搭載されていま
す。TRIOSソフトウェアは、走査モード（温度ランプ試験）および等温モードを含む、完全な実験制御も提供します。

汎用性 
TRIOSソフトウェアは、TA Instrumentsのすべての熱
分析装置を含む異なる試験モードのデータを簡単か
つ効率的に統合し、包括的な制御と分析を実現しま
す。TRIOSソフトウェアは、MS（トレンド解析）および
FTIR（グラムシュミット）データのインポートに対応して
おり、DSCおよびEGAのデータを温度や時間の共通軸
上で表示できます。さらに、電気化学信号監視データ
もTRIOSソフトウェアへインポートして解析でき、反応
解釈のための追加情報を提供します。

さまざまなバッテリー使用条件における高精度な安全性評価 
バッテリーは、熱的ストレス、予測不能な環境温度、誤使用、および経年劣化にさらされます。これらすべての条件が、熱暴走リスクを高め
る可能性があります。開発者は、バッテリー安全性の上限温度を特定するとともに、バッテリーがその安全閾値を超えた際の反応、エネル
ギー放出、およびオフガス組成を理解する必要があります。コインセルDSCは、実際の使用条件を再現し、小規模で信頼性の高い安全性
試験を可能にする目的特化型技術によって、このニーズに対応します。

信頼性が高く交換可能な冷却システム 
コインセルDSCは、室温から600°Cまでの高温加熱に対応するフィン付き空冷システム（FACS）と互換性が
あります。コインセルDSCは、−80°C～400°Cの実験に対応する冷却システム（RCS）とも互換性がありま
す。RCSは、広い温度範囲で安全かつ便利な試験を提供し、バッテリーの低温挙動検出を容易にします。 

柔軟な試験に対応する多様なパンおよびカプセル 
新しいコインセルカプセルは、2032または任意の直径20 mmコインセルを分解せずに試験でき、従来のDSC

では困難だった高精度な全セル安全性試験を可能にします。さらに、従来型の材料サンプルも20 mm標準ア
ルミニウムパンで試験できます。この汎用性により、個々の電池材料から完成したコインセルまで、安全性試
験のあらゆる段階に対応できます。

発生気体分析対応  
コインセルDSCは、FTIR、MS、またはGC-MSと柔軟に接続し、発生気体分析（EGA）を可能にします。反応によって
発生するオフガスを特性評価することで、バッテリー開発者は反応自体およびその原因をより深く理解できます。EGAは、反応によって放
出される特定ガスも特定し、バッテリー安全性評価を支援します。 信頼性の高いEGAは、コインセルDSCの高精度な炉制御によって実現
され、ユーザーに炉雰囲気の高度な制御機能を提供します。
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仕様 コインセルDSC

ベースライン平坦性 ≤500 μW 

ベースライン再現性 ≤100 µW

温度範囲[1] -80°C ～ 600°C

温度正確度[2] ±0.1°C 

温度精度[2] ±0.05°C 

エンタルピー精度[2] ±1% 

加熱速度  0.01°C～20°C/分 

装置の特長 

カラーアプリスタイルタッチスクリーン 

発生気体分析（EGA）対応 

電気化学分析（ECA）対応  

パンオプション 

20 mmアルミニウムパン  最大600°C

コインセルDSC標準カプセル 最大600°C 

コインセルDSCサイクリングカプセル ECA使用時は最大60°C 

TA InstrumentsおよびTRIOSは、Waters Corporationまたはその関連会社の商標です。
その他のすべての商標は、それぞれの所有者に帰属します。

©2026 Waters Corporation.All rights reserved.   
May 2026 TA00014JP A4 Rev. A 

[1] 冷却システムによって異なります 
[2] 20 mmアルミニウムパン使用時のインジウム

 付属          オプション   


